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Purpose

チャレンジ
あふれる
未来をつくる

Mission

人的資本の最大化に貢献する
Human Capital Maximizer

©FCE Inc. All rights reserved.

Tech人 ×

DX推進事業 教育研修事業
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会社概要

主要な事業（事業セグメント）

株 式 会 社 F C E 証券コード：9564｜会 社 名

2 0 1 7 年 4 月 2 1 日
グ ル ー プ 創 業 2 0 0 4 年 2 月 1 9 日

｜設 立

2 2 9 名｜従 業 員 数

教育研修事業 DX推進事業

事業ポートフォリオ

ストック比率

売上高:50億円

2024年9月期
（通期実績）

DX推進事業

53%

教育研修事業

46%

80%

※ 2024年9月30日現在
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2024年9月期 通期 ｜ 業績ハイライト（1/2）

売上高推移（連結）

3,312 3,522 3,753 4,174 
5,006 

0

2,500

5,000

20/9期 21/9期 22/9期 23/9期 24/9期

(百万円) 5,006 百万円

▶売上高（24/9期）

▶営業利益（24/9期）

▶ 経常利益（24/9期）

上場後、成⾧が更に加速 前年同期比

＋19.9%

721 百万円

前年同期比

＋24.1%

706 百万円

前年同期比

＋22.8%

2022年10月上場来、増収増益を継続しており、順調な成⾧を継続

2022年10月上場
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2024年9月期 通期 ｜ 業績ハイライト（2/2）

RPAを活用したDX支援SaaS「ロボパットDX」及び社員教育のSaaS「Smart Boarding」を提供する
SaaS型のビジネスが順調な成⾧を継続しており、当社収益の中核を担う

セグメント別売上高推移（連結）

1,895 1,860 1,901 
2,278 

1,419 1,772 
2,139 

2,632 

0

2,500

5,000

21/9期 22/9期 23/9期 24/9期

(百万円)

 教育研修事業 DX推進事業

SaaS型のビジネスの
成⾧が継続

DX推進事業

2,632 百万円

▶ セグメント売上高（24/9期）

前年同期比 ＋23.1%

695 百万円

▶ セグメント利益（24/9期）

前年同期比 ＋71. 7%

教育研修事業

2,278 百万円

▶ セグメント売上高（24/9期）

前年同期比 ＋19.8%

297 百万円

▶ セグメント利益（24/9期）

前年同期比 ＋60.9%
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KPIサマリー

※1： MRR（Monthly Recurring Revenue） 2024年9月期第4四半期末時点の毎月繰り返し発生する売上金額
※2： ARPU（Average Revenue Per User） 2024年9月期第4四半期末時点の1導入社あたりの売上平均金額
※3： 2023年5月24日開示した中期経営計画の「3カ年計画事業戦略サマリと重要KPI」の24/9期末の導入社数計画を指します
※4：Smart Boarding全体の売上平均金額（直販・OEM 別は32ページを参照）

SaaS型ビジネス
MRR ※1

287百万円
（前年比+29.5%）

導入企業数

1,481社
（中経※3進捗率118.5%）

ARPU ※2

164千円

40千円※4

（中経※3進捗率163.4%）

44百万円

243百万円

（前年比+2% ）

（前年比-9% ）
1,095社
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ト ピ ッ ク ス

３年連続「ストレスフリーカンパニー」受賞

Ｊリーグ「ＦＣ町田ゼルビア」とパートナー契約

FCE

リリース内容：https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000234.000029370.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000208.000029370.html
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リリース内容： https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000277.000029370.html

スポンサー就任により、お互
いの強みを生かしながら
「チャレンジあふれる未来」
を共創します。

『まんがで身につく担任スキル 担任学入門』
出版事業

全国の公立・私立中学校・高等学校、約15,000校に寄贈
しました。教育者だけでなく、あらゆる職種、あらゆる
立場で役立つ一冊です。

リリース内容：https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000266.000029370.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000276.000029370.html

「働きがいのある会社ランキ
ング※ 」においては、12年
連続ベストカンパニーを受賞
しました。

※働きがいのある会社ランキング：「働く人へのアンケート」と「会社へのアンケート」から「信頼・人の潜在能力の最大化」「価値観（バリュー）・リーダーシップの有効性・イ
ノベーション」について Great Place to Work® Institute Japanが総合的に評価し決定します。
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純粋持株会社制度解消、新たなステージへ

※株式会社FCEプロセス＆テクノロジー(PAT)、株式会社FCEエデュケーション(FCEE)、株式会社FCEトレーニング・カンパニー(TC)、

株式会社FCEパブリッシング(PUB)、株式会社ダイニングエッジインターナショナル(DEI)

（株）FCE Holdings

（株）FCE
(2024年1月1日～)

PAT FCEE TC PUB DEI

吸収合併等の方法

※グループ連結業績への直接の影響はありません。

吸収合併完了

純 粋 持 株 会 社 制 度 の 解 消 は 完 了 。 グ ル ー プ 内 で 他 の 事 業 部 門 か ら の 顧 客 紹 介 （ グ ル ー プ 間 シ ナ
ジ ー ） へ の 積 極 的 な 取 り 組 み を 加 速 さ せ 、 主 要 商 品 の 成 ⾧ 率 の 維 持 ・ 向 上 に 貢 献 。

HR商品 / サー
ビス

4,000社
以上

1,100社
以上

1,500社
以上

各事業本部が持つ顧客の相互紹介を加速

2 8 22 64
173

258
364

455
549

652 704 715

0

200

400

600

800

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

顧客紹介件数 累計（24年9月期）
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「人的資本の最大化を目指して」

さまざまな事業創造によって培ってきた「コンサルティング」×「エンジニアリング」を強みの源泉とし、
顧客の「人的資本の最大化」に貢献する本質的な価値提供を目指す

顧客企業
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一人ひとりが「企て」と物事に挑む
「企業家マインド」をもって、
チャレンジあふれる未来を作り出す主体であり続ける

私たちが目指すのは「起」業家ではなく、「企」業家。
業を「起こす」のではなく、社会を変える大きな「企て」をもつこと。
そのために、一人ひとりが自ら機会を創り出す「New Business Creator」、
関わる方々の可能性を信じ、きっかけを提供する「Human Value Innovator」としての
覚悟を持ち続けます。

FCEとは、

アントレプレナーファーム（企業家集団）

12
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アントレプレナーファーム（企業家集団）としての歩み

13

FCEは、2004年に教育・研修事業に端を発し、時代の変遷に伴う事業環境の変化に適応
新規事業を連続的に立ち上げて業容を拡大

注力
事業 教育・研修 DX×SaaS AI×SaaS

現在

2004年 2024年2013年 2015年 2017年 2018年 2021年

FCEが創造してきた事業数

28事業
（2024年5月15日時点）

2012年 2018年



既 存 事 業 は リ ン ク ア ン ド モ チ ベ ー シ ョ ン 社※と の 資 本 業 務 提 携 に よ り 一 層 の 成 ⾧ 機 会 を 獲 得 。
各 事 業 の 成 ⾧ 戦 略 お よ び 成 ⾧ 投 資 に よ り 連 結 業 績 の 向 上 、 利 益 の 安 定 的 成 ⾧ を 目 指 し ま す 。
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FCEの事業方針

既存事業 成⾧投資 連結業績

※：株式会社リンクアンドモチベーション（東京証券取引所プライム市場上場、証券コード：2170） モチベーションエンジニアリングによる企業変革コンサルティング・クラウドサービス、モチベーションマネジメント事業（育成・
制度・風土変革支援）、エントリーマネジメント事業（採用支援）、ベンチャー・インキュベーションを展開する企業です。

・DX推進事業と教育研修事業
の更なる事業拡大

・リンクアンドモチベーション
社との資本業務提携

時間

売
上
高
・
利
益

・新規事業・人財・M&A等
の成⾧投資

売上高10%以上、 経常利益20～25%以上の
CAGRを継続
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3カ年計画数値（2023年9月期～2025年9月期） （2023年5月24日 開 示 ）

3,522 3,753
4,059

4,464
4,915

324 455 560 700 885

9.2%

12.1%
13.8%

15.7%

18.0%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

18.0%

20.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

21/9期 22/9期 23/9期 24/9期 25/9期

売上高(左軸) 経常利益(左軸) 経常利益率(右軸)

売上高

毎期、10%以上の成⾧を実現し、25/9期には49億円以上を計画
経常利益(率)

毎期、25%以上の成⾧を実現し、25/9期には8.8億円以上を計画
利益率も毎期、着実に向上し、25/9期では18％を計画

単位：百万円
23/9期実績：
売上高 4,174（+115）
経常利益 575（+15）
経常利益率 13.8%

24/9期実績：
売上高 5,006（+542）
経常利益 706（ +  6）
経常利益率 14.1%

25年9月期の売上高目標数
値である4,915百万円は24
年9月期に達成済み



・ 売 上 高 は 中 経 目 標 数 値 を 上 回 る 5 7 . 5 億 円 と し 、 前 年 同 期 比 で の 増 収 を 見 込 む
・ 中 ⾧ 期 の 成 ⾧ 投 資 も 行 い な が ら 、 引 き 続 き 、 増 益 ・ 利 益 率 の 向 上 を 見 込 む

16

2025年9月期 業績予想

2025年9月期2024年9月期2024年9月期単位：百万円

前年同期比予想実績中期経営計画

+743 (+14.9%)5,7505,0064,464売上高

+178 (+24.7%)900721702営業利益

+208 (+29.4%)915706700経常利益

+127 (+25.4%)630502450
親会社株主に
帰属する当期純利益

+189 (+24.3%)971781-EBITDA※

-57.6652.82-1株当たり当期純利益（円）

+1.8%pts15.9%14.1%15.7％経常利益率
© 2024 FCE Inc. 単位：百万円（百万円未満切捨て）

※ EBITDA=営業利益＋償却費（減価償却費＋のれん償却＋保証金償却＋⾧期前払償却）



R o b o - P a t  D X 導 入 企 業 数 ・ S m a r t  B o a r d i n g 導 入 企 業 数 は 既 に 2 0 2 5 年 9 月 期 の 目 標 値 に 到
達 し た た め 、 K P I 目 標 を 上 方 修 正

© 2024 FCE Inc. 17

3カ年計画 重要KPIの進捗

1192 1219

1130

1250

1380

1192

1481

500

750

1000

1250

1500

1750

22/9期 23/9期 24/9期 25/9期

中経計画 実績

RPA ロボパット DX導入社数の推移 （2023年5月24日開示 中期経営計画対比）
単位：社

25/9目標：1,740社以上へ上方修正

+62

995

565
670

780

607

1095

200

450

700

950

1200

22/9期 23/9期 24/9期 25/9期

中経計画 実績

Smart Boarding導入社数の推移（2023年5月24日開示 中期経営計画対比）
単位：社

348

+42

+231
+425

25/9目標：1,350社以上へ上方修正



売 上 高 ・ 利 益 と も に 過 去 よ り 毎 期 、 継 続 的 な 成 ⾧ を 実 現 。
引 き 続 き 、 新 た な 事 業 へ の 取 り 組 み と 成 ⾧ の バ ラ ン ス を 意 識 し な が ら 成 ⾧ を 企 図 し ま す 。
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今後の方針（売上高・利益）

単位：百万円（百万円未満切捨て）

2,867
3,312

3,522
3,753

4,174

5,006

5,750
(前年比+14.9%)

178 231 324 454 575 706

915
(前年比+29.4%)

19/9期 20/9期 21/9期 22/9期 23/9期 24/9期 25/9期 ・・・ X期

売上高 経常利益 （予想）（2022年10月上場）

5年間のCAGR*
売上高11.8% 経常利益31.7%
売上高1.7倍 経常利益4.0倍

＊CAGR： Compound Annual Growth Rate（年平均成⾧率）
＊3年後/5年後の売上高・経常利益：25/9期以降、売上高10%・経常利益が20%～25％成⾧した場合、24/9期との比較での倍数

*25/9期からの3年後：
売上高1.5倍(24/9対比) 

経常利益2.2～2.5倍

*25/9期からの5年後：
売上高1.8倍(24/9対比)

経常利益3.2～4.0倍

売上高成⾧目標：
CAGR10%以上

利益成⾧目標：
CAGR20％～25％以上
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今後の方針（株主還元）

■配当方針
配当性向25％を目安として
株主の皆様への配当をする方針

- 12円
14円

（予想）

23/9期 24/9期 25/9期 26/9期 27/9期

2 0 2 4 年 9 月 期 に 上 場 後 、 初 の 配 当 を 実 施 。
今 後 も 、 安 定 的 な 利 益 成 ⾧ に 応 じ た 株 主 還 元 を 配 当 に よ り 実 現 す る こ と を 企 図 し ま す 。

2025年9月期
（予想）2024年9月期2023年9月期

14円00銭12 円00銭無配1株当たり
配当金

57円66銭52円82銭34円86銭※
1株当たり
当期純利益

※2024年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。2023年
９月期の期首に株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。
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今後の方針（人事）

■採用
・新卒20名採用（25年3月卒）

若手社員が活躍できる環境が整い、
新卒中心とした採用を実施

・中途採用
事業拡大に伴い各事業部門にて人財募集中
【募集部門】

ＤＸ推進事業／FCEプロンプトゲート事業／
人財育成事業／教育事業／出版事業／人事部門／
コーポレート部門／

事 業 拡 大 に 伴 い 、 新 卒 ・ 中 途 共 に 積 極 的 に 採 用 す る 方 針 （ 2 0 2 4 年 9 月 に オ フ ィ ス 増 床 完 了 ）
多 く の 育 成 プ ロ グ ラ ム に て 成 ⾧ で き る 環 境 を 整 備 。 引 き 続 き 、 人 財 能 力 向 上 を 図 り ま す 。

■育成
成⾧コンセプトは「3年で10年分の成⾧」
多くの育成プログラムや環境を提供
・Value講話研修
・New Business Creator基礎講座
・コンサルティング営業研修
・Smart Boarding コース学習
・生産性向上運動 等
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リンクアンドモチベーション社との資本業務提携の進捗

中小企業向けに
「モチベーションクラウドシリーズ」を販売

「『人』×『Tech』で、人的資本の最大化に貢献する」ミッションの実現に向けて成⾧を加速

大手企業向けに
「RPA Robo-Pat DX」「FCEプロンプトゲート」を販売

大手企業を中心に約1,500社

双方のプロダクト販売開始 「７つの習慣」に関する事業提携

小・中・高校生・大学生・社会人向けに
「7つの習慣J®」 「７つの習慣セルフコーチング」を販売

キャリアスクール
事業

年間延べ受講者数

約26,500人

学習塾事業
年間延べ受講者数

約1,700人
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2024年9月期 通期 ｜ DX推進事業の業績と主要KPI

601 
634 

676 
719

1Q(実績) 2Q(実績) 3Q(実績) 4Q(実績)

直販 ：75%

代理店：25%

• 売上高は前年対比+23.1%成⾧となり、好調な着地

• 売上高は導入社数に伴い積み上がるため、今後も逓増する見込み

• RPAロボパットDXの導入社数は2024年10月末時点で1,530社に到達

DX推進事業 売上高（FY24/9期）
単位：百万円 12ヶ月累計

前年対比
+23.1%

1192 1219

1130

1250

1380

1192

1481

500

750

1000

1250

1500

1750

22/9期 23/9期 24/9期 25/9期

中経計画 実績

RPA ロボパット DX導入社数の推移 （2023年5月24日開示 中期経営計画対比）
単位：社

25/9目標：1,740社以上へ上方修正

+62

995

+231



・ ロ ボ パ ッ ト マ ス タ ー 認 定 プ ロ グ ラ ム に て 導 入 企 業 様 内 で ロ ボ ッ ト 作 成 で き る D X 人 材 が 増 加

・ ト ッ プ マ ネ ジ メ ン ト セ ミ ナ ー （ 既 存 顧 客 企 業 向 け 活 用 事 例 発 表 会 ） に て 、 R PA の 活 用 事 例
と D X 推 進 活 動 を 共 有
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導入企業様の社内で『DX』化を促進するロボパットマス
ター認定者が2,600名となり、組織の定着化を推進中！

人

RPA活用の成果とDX推進活動の活発化について共有

トップマネジメントセミナー
A社 生産管理部 グループリーダー様の講演内容

・17,280時間の業務をRPA化に成功
・ポイントは時間削減ではなく時間創出の視点
・DXに本気で取り組む人をいかに増やし、DX推
進のスピードをどのように加速させたか

チャーンレート 1%台導入企業様内における定着化とDX推進活動

190

513
729

942

1234

1872

2204
2414

2600

-400

100

600

1100

1600

2100

2600

20/10 21/6 21/12 22/6 22/12 23/6 23/12 24/6 24/9

ロボパットマスター認定者数



売上 原価導入社数 平均単価（月額）
開発協力先への
ライセンス料

代理店への
販売フィー

R PA( R o b o t i c  P r o c e s s  A u t o m a t i o n ) と

D X 推 進 の た め に 、 人 材 育 成 と 組 織 構 築 の サ ポ ー ト を 提 供 し ま す 。
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RPA「ロボパットDX」

RPA ロボパットDXの収益構造

※平均単価(月額)＝フル機能版と実行専用版の加重平均

ライセンスの種類 / 料金体系

フル機能版
ロボットの動作シナリオを作成登録し、
実際に作業可能

12万円/月 ※税抜き

導入サポート
コンサルティング

フローティングライセンス
フローティングライセンスは複数のPCでの

共有可能なので、離れた場所でも利用できます。
また、コスト削減にも貢献します。

実行専用版
フル機能版ライセンスのシナリオは
別のPCで実行可能です。

4万円/月 ※税抜き

無料
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RPA「ロボパットDX」の特徴

RPA「ロボパットDX」は業務を知っている人が自分で作成できる
「パーソナルRPA」

非
効
率業務部門 IT部門

業務をしている人は
ロボットを作れない

技術者は業務を
知らない

【 従 来 の R P A の 課 題 】 「 I T ス キ ル の 高 い 技 術 者 が ロ ボ ッ ト を 作 る 」 が 前 提

商品力 コンサル
ティング力
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RPA「ロボパットDX」の外部評価

ITreview Best Software in Japan 2024 「ユーザーが選ぶ【最強ITツール】ランキング50」にて

約10,000製品中、第2位を獲得！
（レビューサイト「ITreview」／2024年6月12日）
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今後のDX推進事業拡大戦略

幅 広 い 業 種 や 企 業 規 模 に 対 応 し 、 販 路 の 拡 大 が 進 ん で い ま す 。

導入社数の増加 単価の向上

RPAロボパットDX

26.3億円※2

10%

30%

3,321億

9,964億

パーソナルRPAの市場規模
RPAロボパット可能性

3兆3,216億円※3

※1:下記に記載の計算方法により当社が推計しております
※2:当社2024年9月期DX推進事業売上高
※3:従業員数300名以下国内法人企業を「パーソナルRPA市場」と定義し、

約173万社×RPAロボパットDX平均月額単価16万円×12ヶ月を乗じて算出

✓企業規模を問わず
（従業員300人以下で7割を占める）

✓業種、業界を問わず

導入企業規模別割合 RPA「ロボパットDX」 拡大の可能性※1

地方における認知拡大
販売体制の強化 / 構築

当社のアプローチ

当社

部署
B

部署
A

IT専門
部署

中小企業との実績も豊富なので現場の
部署とのやりとりもスムーズに対応可

✓販売パートナー

✓紹介パートナー
お客さま社内での横展開

100名以下

48%

101～300名

23%

301～1000名

17%

1001名以上

12%



提携先

紹 介 パ ー ト ナ ー 制 度 の 拡 大 や 同 業 種 で の ク ラ イ ア ン ト 紹 介 な ど 、 新 た な 事 業 拡 大 機 会 を
創 出 し ま す 。
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今後のDX推進事業拡大戦略の進捗

様々なルートからRPAロボパットDXの情報提供を展開中

税理士事務所
（士業）

Kintone
（情報・通信業）

あおもり創生
パートナーズ
（地方銀行関連）

ヤマダデンキ
（小売業）

ウィルオブ・ワーク
（人材派遣業）

四国銀行
（地方銀行）

RPA
ロボパットDX クリーク・アンド・

リバー
（DX推進窓口）
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03 事業および成⾧戦略 : DX推進事業
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• 主に研修事業のSmart Boardingの増収により、教育研修事業として前年対比+19.8%での着地

• 学校向けフォーサイト手帳販売は季節性があり、例年通り2Qに売上が積み上がった

• Smart Boardingの導入社数は2024年10月末時点で1,149社に到達

2024年9月期 通期 ｜ 教育研修事業の業績と主要KPI

424 
677 593 583

1Q(実績) 2Q(実績) 3Q(実績) 4Q(実績)

教育研修事業 売上高（FY24/9期）
単位：百万円

KPIとして重視する背景：

・ストックビジネス

・RPAとのクロスセルや研
修サービスとのアップセル等、
他事業の基盤となる商材

Smart Boarding 売上高（FY24/9期）

1Q(実績) 2Q(実績) 3Q(実績) 4Q(実績)

86 97
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111

フォーサイト手帳販売に
季節性があり、例年通り集中

12ヶ月累計前年対比 +57.9%

12ヶ月累計前年対比 +19.8%

565
670

780

607

1095

200

450

700

950

1200

22/9期 23/9期 24/9期 25/9期

中経計画 実績

Smart Boarding導入社数の推移（2023年5月24日開示 中期経営計画対比）
単位：社

348

+42

+425

25/9目標：1,350社以上へ上方修正

31

125
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Smar t  Board ingの導入社数とARPU（直販／OEM別）推移

414 439 473 516 555 599 639

109 112
134

148
169

293

456

0

10

20

30

40

50

0

200

400

600

800

1000

1200

23/3 23/6 23/9 23/12 24/3 24/6 24/9

導入社数

導入社数（直販） 導入社数（OEM）

Smart Boarding売上高(MRR)

導入社数

単位：
百万円

直販 :80%
OEM:20%

直販 :60%
OEM:40%

41 43 44 49 50 53 54

0
10
20
30
40
50
60
70

23/3 23/6 23/9 23/12 24/3 24/6 24/9

ARPU（直販）※四半期平均

20
31 27 32 31 23 20

0
10
20
30
40
50
60
70

23/3 23/6 23/9 23/12 24/3 24/6 24/9

ARPU（OEM）※四半期平均

導入社内でのID数増加やフルパッケージ
プラン提供開始による値上げにより、
ARPU増加

OEMは初期開発費用のスポット売上を含む
ためARPUは月によってばらつきがある

単位：円

単位：円

前年同期比 +22%

直販のARPUは44千円（23/9末）から54千円（24/9末）へ+22％の成⾧、OEMのARPUは27千円（23/9末）
から20千円（24/9末）となりました。
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研修事業 ｜ Smar t  Boarding

Smart Boardingは、人材育成課題を解決する顧客満足度No.1のHR×DXソフトウェア

• SaaS Award 2024 Summer 
eラーニング(システム)部門
「Good Service」受賞

• SaaS Award 2023 Winter 
eラーニング(システム)部門
「Good Service」受賞
「カスタマイズ性No.1」受賞

• SaaS Award 2022 Autumn 
eラーニング部門「Good Service」受賞

• SaaS Award 2021 Autumn 
人事・給与部門受賞

OJTも研修もeラーニングも｢社員教育｣をこの１つで実現

累計アカウント数

40,000

人事が選ぶ
導入したい

オンライン社員研修

No.1突破

▶BOXIL SaaS AWARD※受賞歴（抜粋）

※BOXIL SaaS AWARDは、SaaS比較サイト「BOXIL SaaS」に掲載されている
約3,000サービスの中から優れたSaaSを審査、選考、表彰するイベント

チャーンレート 1%台



社 員 教 育 の 「 人 材 育 成 」 に 加 え て 、 社 員 の 現 状 把 握 と 目 標 管 理 が で き る 「 人 材 管 理 」 と 「 人
材 評 価 」 機 能 を 新 た に リ リ ー ス 。
人 財 が 成 ⾧ す る た め の 環 境 を ワ ン ス ト ッ プ で 提 供 で き る よ う に な り ま し た 。
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Smar t  Board ingの商品力強化

タレントマネジメント標準搭載 ステップ型評価機能自社専用教育プログラム



商 品 の シ ス テ ム 連 携 化 を 図 り 、 ユ ー ザ ー の 利 便 性 や 学 習 効 果 を 高 め 、 価 値 創 造 を 目 指 し ま す 。
他 社 連 携 に よ る 相 互 の 販 売 協 力 体 制 を 作 り 、 市 場 へ の 普 及 を 促 進 し ま す 。
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教育事業の拡大戦略

※：株式会社スタディラボ 「CREATING NEXT EDUCATION 新しい教育を創造する」というビジョンのもと、「学びを通じて、よりよい未来を創る」というミッションを持ち、教育を通じて個人の成⾧を促し、社会全体にポジティ
ブな影響を与えることを目指している企業です。

科目教育

主体性教育

システム連携化

スタディラボ社※「StudyOne」「feelnote」等、
外部サービスとの連携

学校市場 学習塾市場



L M 社 の キ ャ リ ア ス ク ー ル 事 業 ・ 学 習 塾 事 業 顧 客 に 対 し て 「 7 つ の 習 慣 J ® 」 「 ７ つ の 習 慣 セ ル フ
コ ー チ ン グ 」 の 提 供 を 開 始 し ま す 。

小 ・ 中 ・ 高 校 生 ・ 大 学 生 ・ 社 会 人 ま で 幅 広 く 一 気 通 貫 し た 「 学 び の 機 会 」 と の シ ナ ジ ー を 期 待 。
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リンクアンドモチベーション社と「7つの習慣」に関する業務提携

キャリアスクール事業
年間延べ受講者数

約26,500人

学習塾事業
年間延べ受講者数

約1,700人
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Agenda

04 事業および成⾧戦略 : 教育研修事業
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Appendix



© 2024 FCE Inc. 38

RPAロボパットDXの導入社数とARPU推移
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Smar t  Board ingの導入社数とARPU推移
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IR  informat ion

本 説 明 資 料 や そ の 他 I R に 関 す る ご 意 見 や ご 質 問 は 、
メ ー ル ・ I R お 問 い 合 わ せ フ ォ ー ム ・ I R 公 式 Ｘ ( Tw i t t e r ) よ り
お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

ir@fce-hd.co.jp

コ ー ポ レ ー ト サ イ ト で は 、 決 算 説 明 資 料 ・ Q ＆ Aの 採 録 他 、
ア ナ リ ス ト レ ポ ー ト 等 も ご 覧 い た だ け ま す 。

https://fce-hd.co.jp/ir/

公 式 の Ｘ ( Tw i t t e r ) で は 適 宜 情 報 発 信 を し て お り ま す 。

https://x.com/fce_ir
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本資料の取り扱いについて

本 書 に は 、 当 社 及 び 当 社 グ ル ー プ に 関 連 す る 見 通 し 、 将 来 に 関 す る 計 画 、 経 営 目 標 な ど が 記
載 さ れ て い ま す 。
こ れ ら の 将 来 の 見 通 し に 関 す る 記 述 は 、 将 来 の 事 象 や 動 向 に 関 す る 現 時 点 で の 仮 定 に 基 づ く
も の で あ り 、 当 該 仮 定 が 必 ず し も 正 確 で あ る と い う 保 証 は あ り ま せ ん 。 様 々 な 要 因 に よ り 実
際 の 業 績 が 本 書 の 記 載 と 著 し く 異 な る 可 能 性 が あ り ま す 。

別 段 の 記 載 が な い 限 り 、 本 書 に 記 載 さ れ て い る 財 務 デ ー タ は 日 本 に お い て 一 般 に 認 め ら れ て
い る 会 計 原 則 に 従 っ て 表 示 さ れ て い ま す 。

当 社 及 び 当 社 グ ル ー プ は 、 将 来 の 事 象 な ど の 発 生 に か か わ ら ず 、 既 に 行 っ て お り ま す 今 後 の
見 通 し に 関 す る 発 表 等 に つ き 、 開 示 規 則 に よ り 求 め ら れ る 場 合 を 除 き 、 必 ず し も 修 正 す る と
は 限 り ま せ ん 。


